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り.Artikel“Beckmann， Johann"， in: Allgemeine Deutscke B叫gγaphie，Bd， 2， Leipzig 1875， 
S 田8;Ders.， in: HWSW， 4.Aufl.， sd. 2， 1924， S.448， Ders.， in: Neue Deutsche Bi，噌 ，aρhie，
Bd.1，乱1unchen1953， S.727; Gunter Grundke， Nachwort zur Reprint-Allsgabe， Waarenkunde， 
Leipzig 1~71:! (注3)を参照);Edmund Sundhoff， Dreihundert Jahre H andels山 ssenschaft，
Gottingen 1979， S.89-90，等を参照。邦語文献では，風巻義孝『商品学の誕生 ディマショーキー
からベックマンまでj，克洋経済新報社，昭和51年j の第3部「宮ハン・ベッグマン研究」およ
び木本忠昭「ドイツ官房芋とテヒノロギーの形成，その1.その 2J ~社会文化研究j，第6 巻，
1980年，第7巻， 1981隼がとりわけ参考になる。またベックマンの Beytragezur Geschickte 
der Erfindungen， 5 Bde.， Gottingen 1780-1805 (以下， ~論集』と略語〉の邦訳，特許庁内技術
史研究会訳『ヨハン田ベッグマン 西洋事物起源I-illj!， ダイヤモンド社』 昭和55-7年， に
収寵された， 英訳山版人口enryG. Bohnの「ミックマンの憶い出J，前文17-24頁， も参考に
なる。
Technologieという用語を初めて使用した年については， 筆者が利用しえた，A叫eltungzur 
Technologie， oder zur Kenntnis der H叩 d問 rke，Fabriken und Manufacturen，町 rnehmlich
derer，山 lchemit der Landwirtkschaft， Polizey聞 d Cameralwissenschaft in nackster 
Verbindung stehen. Nebtt Beytragen zur Kuπstgeschichte， Sechste， verbesserte und vermehrte 
Ausgabe， Gottingen 1809 (以下， w技術学入門』と暗記〕の序文 (5.21)で， かれし自身次のよ
うに述ベヤい不。 r1772年に初めてわ犬 Lば， それまで普通用いられる呼称であった KU17St
geschichteのかわりにJ Tec hnologieを使った〈この語は今やすでにドイツの内外で受け入れら
れている)J，む これの考証をめぐる論争については， 風巻z 前調書" 228頁以下，および木本
「ドイツ技術学史研究をめfる若干の問題一一風巷説考氏の Beckmann研究に寄せて J W社
















2) J. Beckmann， Anleitung ZUT Hμndlungswissenschaft Nebst E叫ωurfzur Handlungsbiblio-
thek， Gottingen 17田草L昔は本書参照の機会をまだ得ていないが， E.ウ zーパーが本書に言及
しており，その序文のヲ1用によると，ベヅクマンは同業学の補助学とし亡，数学，地理学と並べ
技術学，商品学を挙げている。 EduardWeber， Literaturgeschichte der Handelsbetriebslehre， 
in: K. Bucher(Hrsg.)， Ze山 chriftfur die gesamte Sta酎 S叩"開5chαrft，Erganzu暗 sheftXLIX， 
Tubingen 1914， S.96-7商業学史における本書の意義をズントホフもまた重視する。E.Sundhoff， 
a. a. 0.， S. 75 
J) J. Bcckmc.nn， Vorbereitung .'!'ur Waarenkmzde， oder zur Kenntnis der vornehn包sten 叫 S
landischen WI同 ren，ιottingen，Bd. 1， Stuck 1-2，1793， Stuck 3-4，1794， Bd. 2， Stuck 1， 1796， 
Stilck 2， 1800.筆者が利用しえたりは，前出の G.Grundkeの後文〈注 1)を告照〉を附して
1978年に Zentralantiquariatder DDR， Leipzig， jJ'ら刊行された担$UI置である。なお本書と並
行する形で刊行された『論集』も構品は叫℃おり，訴揖される99品目の中15品目はむしろ本書に
収録されるべきものである。また lndigoは両書に取り上げられている。
4) G. Grundke， Grundris der allgemeinen Warenkunde， 4.neubearb. Aufl.， Bd. 1.， Leipzig 
1075， S.16-22. 
5) Auslandi.sche Waarenと、、う語が当時どD程度 般品していたものであるのか， という点を
判断する手掛りは乏しい。ちなみに，ルドピーチには AuslandischeWaaren 0)項目はないが，
Auslanaische D的geという項目が見出される。それによれば， rラテン語の出ottca， pereg円四
に当り z われわれの土地で自然から産出しないすべての駒品がこラ呼ばれる」と述べ，動目鉱・
植物について，各々二.三の倒を挙げている(鉱物も含むことに注意)" Ludovici. Lexic，加
Theil 1， Sp. 1087 











6) 佐山りように， 4Z品目白中には|ドイツ(ハノ フアー〕物産Jも含まれるので， i外国物産」
という標題は正確とは言えない。なお，ル}ピーチに DeutscheWaarenとし、う項目はないが，
ツェードラーには AuslandischeWaaren という項目は欠けているものの，Teutsche-W.同叩n
という項目が見出される。.T.H. Zedler. U間山口al-Le:dcon，RrI. 43， 1745， Sp. 258-61 これに
よれば， iドイツ物産」とは， iユルベ，オ ダ，ベーザー， ドナウ，ライン，マインz モ ゼ
ルという著名な河川を通って， ヨーロッパ申他の諸地域へ週ばれるもの」の謂である。
7) i序言」の中でz かれは本書執筆白動機や方針に言及しているが， i準備のできた項目から書
き踊って l.< J (8. IX)と明記しており，編別構成に恵図的に体系性を持たせまいとしているか
のごとくである。なぽそむような執筆方針を執るかについて，同庁、的な説明はない(注14)を参
1%)。
8) 同じく「序言」の中で， i4巻 CStuck)から成るはずの各部 (Theil)の末尾に完全な索引を
附けて[読者の]利用の便宜を計るつもりであるJ(8. IX)，と述べている。事実，第l部の末尾
に27頁に上る素引が附されているが (8.591一目的1 前iものよ号に開2部は第ヌ巻までで終ってお
り，索引も~"されていない。少くとも当初には 2 部 8巻の執筆を子定していたかぎりでl 形式的
には本書ば宋完の著作と言うべきであろうu























薬種，媒染剤(黒・絹)I Apotheker， Materialist 
語干~単宮儲語剤(絹)λ. 1 A阿帥heke，Ma副te町n叫1児E
























Arzneywaaren， Mater凶 ist I Technologie 
Apotheker( waaren) 
Materialist 
( 5) 5 
考
6 ( 6 ) 第133巻第1.2号
第 1表(続〉
同巴
項 目 頁 主 産 地
24 鷺羽 Raigerfedern 453-465 動 ドイツ， ヨ}戸 vパ，レバ y ト，アジア
25 アンゴラ山羊毛 Kamelhaar 466-526 動 レバントミノレジャ
Citronen， Orangen， 
直J¥ヨー戸 'Y"''レパント，26 甘橘類 Pomeranzen， 527-572 植
Apfelsina， Jレシャ
27 乳香 Limonien， Mastix G73~G91 植 青J¥写ヨーロ、yパ.レパント.Jレシーャ
28 サゴ相rr.子 Sagu， Sago， Sego 1-21 植 東南アジア，北米
29 海綿 Schwamm 22-39 動 地紅海中海， アフりカ，
30 軽石 Bimstein 40-53 鉱 イタリア，アイスラ Y ド
31 松露 Truffeln 54-80 植 ドイツ ヨーロヅ パーアフリ，カ，アジア
32 牡蛎 Austern 81-111 動 地中海，北海，バルト海
33 白檀 Sandelholz 112-142 植 インド，中国y マダガスカ'"，アフカ
34 蘇芳 Sapanholz 143ー 155 植 東南アジア
35 木監 Indig 157-192 植 ヨー ロ，ッ4パ1 アフリカアジア ・南アメリカ
36 真珠貝 Perlenmutter 193-227 勤 車アジア， ベノレラ/ャド湾諸，島アメリカ，西イン
37 車前草 FlδhSarnpefny巴l Semen pfyllii 228-232 植 ドイツ~.ロ v パ
38 雲母 Marienglas 233-250 鉱 ジベロア，ベルー
39 黒銘 Zobel 251-273 動 シベPア
40 おこじよ Hermelin 274-280 動 北ヨーロッバ，シベリア
41 紅花 Saflor 281-30日 植 中東国商』 インド，アジア， レパント
42 ツィベート Zibet 301-308 動
中国，インド，レパント，
771)カ，アメリカ
注(1) 通し番号はペッケマ γ自身による。 (2) 空行比巻目冊の別を示す。
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用 途 取扱業者 等 備 考
装飾料
製帽料 犬路蛇部毛分，ほ羊rr羊毛毛も含む総称，










染料〈青〉 Technologie， Erfindungen 
器具材 Apotheker(waarcn) 





香 料 Apotheker 
(5) 取担業者等欄には，記述の中で Apotheke(r)，Materialist等に言及されている場合に，そ
れを示Lた。したがって，当該項目以外は Aω やM飢ではないということにはならなし、。
たとえば， 34蘇芳，白木藍等は明らかに Mw である o
(6) 備考欄の Technologieは， w技術学入門』の Wollenfarberey(J)章中で，iっともよく使
われる MαteriaHenとして挙げられ， w序論』参照の指示があることを示す。
(7) 向上欄の Erfindungeπは，同一項目が『論集』にも収録されていることを示す。





























や Apothekerも故 M昨日グ (J) Apparat田 medicami;山 m を利用するすべを知らないJ(S 
VII)。なお，興味探いことには， ，車種商JAtothekenは『論集』で独立項目として取りよげら
れている。邦訳， I， 484~99買。





















12) Albert Franz Jocher， Die H聞出lsschule，Reab=Encyklopadie der H仰 delswissenschaften，
Bd. 2， Quedlinburg und Leipzig， 1834， S.221 
13) 近代生物学史において， Iニ〔項名式〉命名怯j(bi印刷scheM開閉lklatur)の確立により分類
学を大成した Carlvon Linne [ιarolus LinnaeusJ (170千1778)はへv グマンの師の一人であ





史』澗出書房新社， 1973年， 121 -5頁;G. R テイラー 著， 矢部・江上 大和訳『生物学の歴
















なっている商品が何であるのか，すなわち. 1自然の生の産物Jrohes Produkt der N aturなの












ttngsと呼ぶものである。これは藤 Calam出 rotangではなくて，竹 Bambusrohrから作られ
たもりであるJ(Theil 1， S.!)のj むなお.1藤杖が普通 SapanischesRohγと呼ばれる所以は
かつて「あらゆる新奇な外国物産Jalleπeue auslandiscke SachenをSpanischeと呼んだ
ことに由来すると考えられるJCTheil 1， S. 97)という指摘に注意。注5)参照咽醤油について
は. 1これは目本からは木製の小さな樽に， 中国やその他の東イシド語地峨からはガラスのびん
[陶掃の査の誤りか1に詰められて輸出される。 ・6 日本人が醤油の発明者だと言われ，現伝 C
もその醤油は他のどの固のものより優れているという。 ーこの商品は前世紀以前の商l冊目録に
も，サバりにも，ルドピーチにも見当らないH われわれにこれ白日本式製法を知らせたのは，
ケンパ fヶンベル.Engelbert Kaempfer 1651-1716]が最初であるJ(Theill. S. 104-5)。
























Mω や A胞の類語と言えな〈はない Naturalienの用語法も， r資源」概意り成立過程との関
連において検討対象にかえられるべきFもしれない。 rとりわけ，稀少で，珍しく，特別り自然
産物を単に N叫uralienと呼ぶJ(Zedler， a.a. 0.， Bd. 23， 1840， Sp.lお1)慣行であったとすれ
ば，Naturalienはその語義にすでに稀少性を含んでいたと言えるからである。
17) r序言」でかれは言う。 r丁度唱「医学」と「薬学JArzneywissenschaft und Apothekerkunst 
全体が薬種を覆っているように.F.αbriken， M四 ufakturen，Handwerke， K山市そして Land.
wirthschaftを覆うととになる， との広汎た哩問分野【商品学ゴの薬学以外の部分を似た土勺にノ























Materia technologicaあるいは Materialkunde と呼びたい。これは商品芋の一部である。ー ー
木書で位置料の説明が不十分と思弓読者は私の『序論』所参照芦れたいιとo Anleitung zur Te-
chnologie， S.21-3;風巷，前掲書， 197， 239頁。






Arzneymittel， Mater叫 medicaに関る分野だけは側外的に発展し， そのためきわめて大きな利
益が生み出されたとの認識の下に目「薬学J(わが国の「本草学」に当る〕を規範にして，生産ノ
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すなわち，① 植物学的分類，①主産地別分類，④ カポック，④ 綿染色，


































こうして， リYネばかりでなく ，Rum戸Fや Schwarzによる分類にも疑義
が提出される。さらに，
「最近リンネの知るよしもなかった 2， 3の新種も発見された。すなわち，
Spielmanη か0:，.G. macedonicumと呼ばれる種子を入手した Murrayが
記述L，写生した G.lattfoliumである。さらに Forskalがアラピアで野生
のものを発見した G.rubrumがある。 この低かにも Cayenne[現在仏
領ギアナの都市]に産出すると言われる新種に関する報道もあるJ(8. 6.)。





21) “Gossyp. herbaceum， arboreum， hirsutum， religios山 nund barbad，制"とし、う脚注が施さ
れている0
22) ルドピーチでは草本CG.herbaceum. vitis lanigera)と木本 (G.arboreum caule levりの二
種が挙げられているにすぎない。 Lu出vici，Artikel“Baum、NoIle".in: a.仏日， Theil 1， Sp， 
141(}-12. 










23) Iリツネはこれを G.hirsutl閣のE種とみなしたJ(5. 8)という脚庄が附されているu なお
ルドピ チにも， Iアンティリャス諸島には「 γ ャム綿Jsiamischeと呼ばれる絹のような綿花
田種がある」という指摘があり， その記述は『序論』のそれとほぼ 致してい否。 Ludovici，
a， a，口， Theil 1， Sp. 1425 しかし繰上げについては， Iアンティリャス諸島では Muhleと呼
ばれる「小さな機械Jkleine Maschineによって行われる」として，この「機械」操作を詳細に




は10余を数え J (662頁)，と記しj 渡辺清彦『植物分類学 C種子植物)，風間書房， 昭和51
年，では， I白出sypium40J (70頁〕とあり，本田E次監修，山崎敬編集『現代生物学犬系7C~ 
中山書庇 1982年，では， Iワタ属Gussypμ山 (2ο')J(95頁〉と不1されている。 IIarlandによれ
ば，ワタ属は細胞遺伝学的に 2類7 群に分けられるという。すなわち，第 l 類 (n~26) ， 新世界
栽培綿(4)，ポリネシア野生綿(3)，第 2 類 (n~13) ， 旧陸界栽培締(2)， I日世界野生利時(2)，新
世界野生綿(5)，ポリネシア野生綿 (1)，オーストラりア野生綿(1)，計18種が表示されている。
『農学大昨典~， 662頁。このような事情は， いくつもの種が絶滅する 方では，現在でも往々に
して野生積が発見言れるととにもよる。今日ではさらに， 代雑閣の摺輯用種子を牛摩するいわ
ゆる I~、イヅリヅド化」の実現カ"新しい問題を投げかけてもいる。 I綿花品質の過去 現在
未来」日本綿業振興会『繊維技術← 4 スーJl557号， 1983午，を参照ら
25) 現在，綿花の品質は蹴維毘によって，超長繊維綿，長繊維綿，中長繍維繍，中繊維綿，短繊維
縮に分類されるがj 昔通は主堂地によって，海島綿&a“land cottonないしエジプト綿Egyttian
cotton [繊維長 2.S--6.3cmJ，陸地綿 Up[andcott四[同1.3....Z.3cm]， アジア綿 Asianco曲 n
t同 O.9-2.5cm]に3分類〈木戸猪ー郎『繊維材粋吾説』三共出版，昭和54年， 104頁;日本綿





























26) ノレドピー チでの評価は逆で， 木本綿は草本綿にはるかに劣る， と述べられている。 Ludovici
a. a. 0.， Theil 1， Sp. 1412 
27) 現在の格付の定義は， i合衆国政府公定綿花標準に従い， i品等JGrade，および「繊維長」
Statle leμ~gth とい弓用語によ勺て綿花の品質を記述す忍技術」である。『米輔の格付J. 7頁。







(i) 東イ γ ド
I'/'ャムとベンガノレから，この聞に綿花はほとんど輸出されていない。





















花標準J(万国標準〉では，Strict C;ood Middlz'ngから BelowGrade Cottonにいたるまでの
40銀に，またアメりカン・エジプシアン納に対する「公定基準」では，Grade No. 1からGrade
































さにそのゆえに，インド人は2月に収穫した綿花を雨期に，つまり. 5. 6， 
7月に加工できるよう準備を急くのである。そして t織布に際して1織機の
下に水を張るが，触れでも分らないほど細い糸に，水蒸気が強度を与えるの





















入するようになったのである。これが Cattun-oder Indienne-Druckereyen 
である。われわれはアムステノレダム， ロンドン， コマ之ンハ-'r:/， ゴーテン
いわゆる「植民地物産Jについて (21) 21 























ス人古'800梱を[アラヒア海側].....ラパノレ 1海岸J， しそー リ VャY、のJMoka， 



























-;-るところであり OosefKulischer. Allgemeine Wirtschaftsgeschichte d，白 Mittelaltersund 
der Ner日eit，Bd. 2， Munchen 1929， S.212 [邦訳，松田智雄監修，諸国実他訳『ヨ -pッパ近
世経済史u頁梓鮭済新報社，昭有157年， 305頁J)，また大震安久雄「近代欧州経済史序説H大塚
久雄著作捧』第2巻，岩波書庖， 1969年， 103頁以下，石坂昭雄『オランダ型貿易国家り経済構
造』木来社， 1971年， 234-51頁，永積昭『オラ γダ東インド会社』近藤出版社， 1971年， 196→ 
200頁， 等が強調するところであるが，少くともインド綿布の対独輸入にお日るオランダ東イン
ド会社の占有率の変動については，なお慎重な検討が必要であろう。

























文己主払手段であった 10Kulischer， a.a. 0.， S.271 [邦訳， 390宜J，
31) rアレキサンドリアから輸出されるものは，細糸町 Unzen-，Risti-， Damnourib出 mwolleと
;息i1Eである a Ludovicl， a.a. 0.， Theil 1， Sp. 1422 


























33) 対レパント貿易で， 16世紀以来フラン久 tマルセー ユ]とへネツィ 7が激しい角逐を演じたこ
とについては， KuHscher. 'a. a. 0.， S.213-14， 235-7 [邦訳， 306-8， 338-42頁lベ才、ツィア
とキプロスの綿花をめぐる歴史的関係については， W.Hマクエ ル著!清水広一郎訳『ゲェネツ




























































あるJ，Ebd.. Sp. 1418-19 なお俵装にワいてル Fビ チは， アンティリャス諸島での例を詳細
に員拍闘している。 Ebd.，Sp. 1415-16. 
36) ほぼ同桔の記述がルドピ チにも見出される o Ebd.. Sp. 1419 さらにクーリッシェルも指摘
す品。「とりわけ近東地域の綿とベルシャの絹とは， ヨ}ロッパ人を依黙としてンリアの首都
Cアレ')>-tと1に誘ったム Kulischer，a. a. 0.， S.208 [邦訳， 360頁L





目減りするとのことである O この地域は年に120日開梱あるいは60000Lasten 
を出荷し，その中フランプ、人が梱当り 80Piasterで12日001困を， ドイツ人が













































定され，結実しないが 2・3年自の B・9月に開紫Lた後，枯死するJ(S 
37) ルドピー チは綿花田主産地ととして，エシプト， シリア，キプロス，Candien [Candia，グレ
タ島都市]，インド，シチリア，Apulien [Puglia，南イタリア.アドリア海側]，マルタを挙げて




いわゆる「植民地物産Jについて (29) 29 
28)。
「数年前にマノレタ人は有色のナンキン種の種子をシャムから入手し， これ



















38) ルドピ ヲによるマルタ綿評価も高い。 rマルタ島に生育し加工される綿ほど，美しく優良な
ものはどこにもないム「マルタ綿と Broda綿は長繊維綿の中でも最慢良種とみなされるJoEbd.， 
Sp. 1416-17。なお， へックマンはマルタを明示閣に Vバントに含まそ士℃いるわけではないが，




39) ルドピーチでもベル γャ綿業が重視台れている。 rベルジャでは舗は令州で生産されており，
全土で綿が栽培されている。大規模な綿加工業と商業が行われており，いくつかの都市や農村は
ほとんど，あるいはもっぱら綿によって維持されているJaEbd.， Sp. 14Hi 




「シチリア島ではこの植物は 4月に播種され， 4-5 Patmen の高さに達す
る。ナポリ王国では最良種は fアドリア海側の]Bari t Lecceの地域で，
また [Tarαnto湾側jの]Basuticata地域でも生育する。カラプリアで栽培さ
れるものは，はるかに劣等 Eある。しかも Vallodi Consenz-a &のものは
最劣等である。 Lecceでは 3種があり，その中で cotoneturchescoと呼ばれ
るものは赤味を帯びる。これに対して他の 2種 (diTaranto， l'alto de' casali 
di Lecce)ば白色である。住民たちのみるところでは，レパ γ ト綿は Lecce




「スペインでは Valencia附近で，豊作年には45万 Aroben の収穫が上
がる。 3月から 4月にかけて播種し，茎丈は約 1Elleである。しかし50ポ
ンドの種子からわずか8ポンドの綿花が穫れるだけだといわれるJ(S. 31)。
ヨーロッバの綿花産出国としてシチリアとスヘイ νが挙げられているが，、ン







ー〉帝国の貿易構造」の際配布された資料第6表， 第8衰を多聞)， ま/こ乙のζ とは同時代資料
によっても確かめられる。 Artikel“8aumwolle"， in.: H. A. Pierer(Hrsg.)， U;ηiversal-Lexikon 
der Gegenwart und Vergangenheit， 2.， vollig umgearb. Aufl.， Bd. 4， Altenburg 1841， S 
28 ζ こではヨ ロッハ綿とLて， 1.) マルタ綿，盛んに話培され，大部分は綿舟として輸
出， b) ンチリア綿， とりわけシラクサ海岸，品種 Bi叫 cavilla， Morlica， Terra 1間切a，2000
Ct，の輸出， c) ナポリ乱弘 Bari，Lecce (最優良種)， Basilicata， Tarent (産出量少)， いわ
ゆるトルコ綿は産出量もっとも少しカラプりア産は品質が劣る ;d)スペイン綿，品種 ;Motr江，
Sevilla， Granada，紺J維は蜘くかっ長い，しかL産出Eほ少し、」 左記述されている。[追記〕本ノ












の貿易構造 1831年一1847:年」という標題のもとに， r経済学研究』第四巻第3号， 19回年，
に掲載された。回頁甲車9去を参照せよ。
41) ルドピーチは，ハンガリーでもトルコ綿依存から脱却するための大規模移植構想があることを
指摘し，さらに「シュレ ジエン綿J(Hirschberg， Kuhnast，とりわけ Grafenberg附近で産
出〉について詳細に紹介している。 Ludovici.a. a. 0.， Theil 1， Sp. 1423， 1426-7これに対して
ヘヅクマンは. i綿のあらゆる種類をヨーロッパの植物園 Gartenに集めることは容易でない。
というのもヨ ロッハの[男時な]天候から保護するために温室で栽培しなければならず，中に
はその生育にさらに様々な困難を伴う多くの草本や木本があるからだ」と述べるだけであι18
世紀末までの北ヨ ロvハへの棉移植の試みが，すべて失敗ほ終ったことを示唆している。
